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製品についての注意事項

このユーザ ガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い
のコンピュータで対応していない場合もあります。
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1 タッチパッドの使用

次の図および表では、タッチパッドについて説明します。

名称 説明

(1) タッチパッド ランプ ● 白：タッチパッドが有効になっています

● オレンジ色：タッチパッドが無効になっています

（2） タッチパッド* ポインタを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブに

したりします

（3） 左のタッチパッド ボタン* 外付けマウスの左ボタンと同様に機能します

(4) タッチパッド オン/オフ ボタン タッチパッドの有効/無効を切り替えます

（5） タッチパッド垂直スクロール ゾーン 画面を上下にスクロールします

（6） 右のタッチパッド ボタン* 外付けマウスの右ボタンと同様に機能します

*この表では初期設定の状態について説明しています。タッチパッドの設定を表示したり変更したりするには、[スタート]→
[コントロール パネル]→[ハードウェアとサウンド]→[マウス]の順に選択します。

ポインタを移動するには、タッチパッドの表面でポインタを移動したい方向に指をスライドさせま
す。タッチパッド ボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使用します。タッチパッド垂直ス
クロール ゾーンを使用して画面を上下にスクロールするには、スクロール ゾーンの垂直線上で指を
上下にスライドさせます。
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注記： ポインタの移動にタッチパッドを使用している場合、まずタッチパッドから指を離し、その
後でスクロール ゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロール ゾーンへ指を動かすだけで
は、スクロール機能はアクティブになりません。

タッチパッドの設定
ボタンの構成、クリック速度、ポインタ オプションのような、ポインティング デバイスの設定をカ
スタマイズするには、Windows®の[マウスのプロパティ]を使用します。

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、[スタート]→[コントロール パネル]→[ハードウェアとサ
ウンド]→[マウス]の順に選択します。

外付けマウスの接続
USB ポートのどれかを使用して外付け USB マウスをコンピュータに接続できます。USB マウスは、
別売のドッキング デバイスまたは拡張製品を使用してシステムに接続することもできます。
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2 キーボードの使用

ホットキーの使用
ホットキーは、fn キー（1）と esc キー（2）またはファンクション キーのどれか（3）の組み合わせ
です。

f1 ～ f12 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表します。ホットキーの機能および操作につい
ては次の項目で説明します。

機能 ホットキー

システム情報を表示する fn ＋ esc

[ヘルプとサポート]を開く fn ＋ f1

[印刷オプション]ウィンドウを開く fn ＋ f2

Web ブラウザを開く fn ＋ f3

画面を切り替える fn ＋ f4

ハイバネーションを開始する fn ＋ f5

[QuickLock]を開始する fn ＋ f6

画面の輝度を下げる fn ＋ f7

画面の輝度を上げる fn ＋ f8

オーディオ CD または DVD を再生、一時停止、または再

開する

fn ＋ f9
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機能 ホットキー

オーディオ CD または DVD を停止する fn ＋ f10

オーディオ CD または DVD の前のトラックまたはセクシ

ョンを再生する

fn ＋ f11

オーディオ CD または DVD の次のトラックまたはセクシ

ョンを再生する

fn ＋ f12

コンピュータのキーボードでホットキー コマンドを使用するには、以下のどちらかの操作を行いま
す。

● 短く fn キーを押してから、ホットキー コマンドの 2 番目のキーを短く押します。

–または–

● fn キーを押しながら、ホットキー コマンドの 2 番目のキーを短く押し、両方のキーを同時に離
します。

システム情報を表示する（fn ＋ esc）
fn ＋ esc を押すと、システムのハードウェア コンポーネントおよびシステム BIOS のバージョン番号
に関する情報が表示されます。

Windows では、fn ＋ esc を押すと、システム BIOS（基本入出力システム）のバージョンが BIOS の
日付として表示されます。一部の機種では、BIOS の日付は 10 進数形式で表示されます。BIOS の日
付はシステム ROM のバージョン番号と呼ばれることもあります。

[ヘルプとサポート]を表示する（fn ＋ f1）
[ヘルプとサポート]を表示するには、fn ＋ f1 を押します。

[ヘルプとサポート]では、Windows オペレーティング システムに関する情報以外に、次の情報とツー
ルも利用できます。

● お使いのコンピュータに関する情報（モデルとシリアル番号、インストールされているソフトウ
ェア、ハードウェア コンポーネント、仕様など）

● コンピュータの使用方法に関する質問への回答

● コンピュータの使用方法および Windows の機能について学ぶことができるチュートリアル

● Windows オペレーティング システム、ドライバ、およびコンピュータに提供されているソフト
ウェアの更新

● コンピュータ機能の確認

● 対話形式による自動的なトラブルの解決方法、修復方法、およびシステムの復元手順

● HP のサポートサイトへのリンク

[印刷オプション]ウィンドウを開く（fn ＋ f2）
アクティブな Windows プログラムの[印刷オプション]ウィンドウを開くには、fn ＋ f2 を押します。

4 第 2 章   キーボードの使用



Web ブラウザを開く（fn ＋ f3）
Web ブラウザを開くには、fn ＋ f3 を押します。

インターネットまたはネットワーク サービスを設定するまで、fn ＋ f3 ホットキーを使用すると
Windows のインターネット接続ウィザードが表示されます。

インターネットまたはネットワーク サービスおよび Web ブラウザのホーム ページを設定した後で、
ホーム ページおよびインターネットにすばやく接続するには fn ＋ f3 を押します。

画面の切り替え（fn ＋ f4）
システムに接続されているディスプレイ デバイス間で画面を切り替えるには、fn ＋ f4 を押します。
たとえば、コンピュータにモニタを接続している場合は、fn ＋ f4 を押すと、コンピュータ本体のディ
スプレイ、モニタのディスプレイ、コンピュータ本体とモニタの両方のディスプレイのどれかに表示
画面が切り替わります。

ほとんどの外付けモニタは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピュータからビデオ情報を受け
取ります。fn ＋ f4 ホットキーでは、コンピュータからビデオ情報を受信する他のデバイスとの間でも
表示画面を切り替えることができます。

以下のビデオ伝送方式が fn ＋ f4 ホットキーでサポートされます。かっこ内は、各方式を使用するデ
バイスの例です。

● LCD（コンピュータ本体のディスプレイ）

● 外付け VGA（ほとんどの外付けモニタ）

● HDMI（HDMI ポートが装備されているテレビ、ビデオ カメラ、DVD プレーヤ、ビデオ デッ
キ、およびビデオ キャプチャ カード）

● コンポジット ビデオ（コンポジット ビデオ入力コネクタが装備されているテレビ、ビデオ カメ
ラ、DVD プレーヤ、ビデオ デッキ、およびビデオ キャプチャ カード）

注記： コンポジット ビデオ デバイスをシステムに接続するには、別売のドッキング デバイス
か拡張製品を使用する必要があります。

ハイバネーションの開始（fn ＋ f5）
注意： 情報の損失を防ぐため、ハイバネーションを開始する前に必ずデータを保存してください。

ハイバネーションを開始するには、fn ＋ f5 を押します。

ハイバネーションを開始すると、情報がハードドライブのハイバネーション ファイルに保存されて、
コンピュータの電源が切れます。

ハイバネーションを開始するには、コンピュータの電源が入っている必要があります。

ハイバネーションを終了するには、電源ボタンを押します。

fn ＋ f5 ホットキーの機能は変更が可能です。たとえば、ハイバネーションではなくスリープを開始す
るように fn ＋ f5 ホットキーを設定することもできます。

[QuickLock]の開始（fn ＋ f6）
[QuickLock]セキュリティ機能を開始するには、fn ＋ f6 を押します。
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[QuickLock]はオペレーティング システムの[ログオン]ウィンドウを表示して、情報を保護します。[ロ
グオン]ウィンドウが表示されているときには、Windows のユーザ パスワードまたは Windows の管理
者パスワードが入力されるまでコンピュータに接続できません。

注記： [QuickLock]を使用する前に、Windows のユーザ パスワード、または Windows の管理者パス
ワードを設定する必要があります。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。

[QuickLock]を使用するには、fn ＋ f6 を押して[ログオン]ウィンドウを表示し、コンピュータをロック
します。次に、画面の説明に沿って Windows のユーザ パスワードまたは Windows の管理者パスワー
ドを入力し、コンピュータにアクセスします。

画面の輝度を下げる（fn ＋ f7）
fn ＋ f7 を押すと、画面の輝度が下がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で徐
々に下がります。

画面の輝度を上げる（fn ＋ f8）
fn ＋ f8 を押すと、画面の輝度が上がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で徐
々に上がります。

オーディオ CD または DVD を再生、一時停止、または再開する（fn ＋ f9）
fn ＋ f9 ホットキー機能は、オーディオ CD または DVD が挿入されているときにのみ機能します。

● オーディオ CD または DVD が再生中でない場合は、fn ＋ f9 を押すと再生が開始または再開され
ます。

● オーディオ CD または DVD の再生中に fn ＋ f9 を押すと、再生が一時停止します。

オーディオ CD または DVD を停止する（fn ＋ f10）
オーディオ CD または DVD の再生を停止するには、fn ＋ f10 を押します。

オーディオ CD または DVD の前のトラックまたはチャプタの再生（fn＋f11）
オーディオ CD または DVD の再生中に fn＋f11 を押すと、CD の前のトラックまたは DVD の前のチ
ャプタが再生されます。

オーディオ CD または DVD の次のトラックまたはチャプタの再生（fn＋f12）
オーディオ CD または DVD の再生中に、fn＋f12 を押すと、CD の次のトラックまたは DVD の次のチ
ャプタが再生されます。
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3 テンキーの使用

お使いのコンピュータには、テンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テンキ
ーを備えた別売の外付けキーボードも使用できます。

名称 説明

(1) num lk キー fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのオン/オフが切り替わりま

す

（2） Num Lock ランプ 点灯：Num Lock がオン（内蔵テンキーがオン）になっています

(3) 内蔵テンキー 外付けのテンキーと同じように使用できます。上の図は英語版の

キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵

テンキーの位置は同じです。

別売の外付けテンキーの使用
通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、num lock がオンのときとオフのときとで機能が異なりま
す。（出荷時設定では、num lock はオフになっています。）たとえば、次のようになります。

● num lock がオンのときは、数字を入力できます。

● num lock がオフのときは、矢印キー、PgUp キー、PgDn キーなどのキーと同様に機能します。
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外付けテンキーで num lock をオンにすると、コンピュータの num lock ランプが点灯します。外付け
テンキーで num lock をオフにすると、コンピュータの num lock ランプが消灯します。

作業中に外付けテンキーの num lock のオンとオフを切り替えるには、以下の手順で操作します。

▲ コンピュータではなく、外付けテンキーの num lk キーを押します。
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4 タッチパッドとキーボードのクリーニン

グ

タッチパッド（一部のモデルのみ）に汚れや油分が付着すると、画面上のポインタの動作がスムーズ
でなくなる原因になります。これを防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コ
ンピュータを使用するときは手をよく洗ってください。

警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使ってキーボード
を清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま
す。

キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除
くために、キーボードを定期的に清掃してください。圧縮空気が入ったストロー付きの缶を使ってキ
ーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。

コンピュータのキーボードにポインティング スティックがある場合、定期的に清掃してポインティン
グ スティック パッドを交換する必要があります（ポインティング スティック パッドは一部のモデル
に付属しています）。

9



索引

F
fn キー 3

H
HDMI 5

N
num lock、外付けテンキー 8
Num Lock ランプ、位置 7

Q
QuickLock ホットキー 5

W
Web ブラウザ ホットキー 5

い

[印刷オプション]ウィンドウ ホット

キー 4

か

画面、切り替え 5
画面の輝度ホットキー 6

き

キーボード 3,  9
キーボードのホットキー、位置 3

こ

コンポジット ビデオ 5

し

システム情報ホットキー 4

す

スクロール ゾーン、タッチパッ

ド 1

た

タッチパッド

位置 1
オプションの設定 2
スクロール ゾーン 1

タッチパッド ボタン、位置 1
タッチパッド ランプ、位置 1

て

ディスプレイ

画像、切り替え 5
画面の輝度ホットキー 6

テンキー、外付け

num lock 8
使用 7

テンキー、内蔵

位置 7

は

ハイバネーション ホットキー 5

ひ

ビデオ伝送方式 5

ふ

ファンクション キー 3

へ

ヘルプとサポート ホットキー 4

ほ

ボタン

タッチパッド オン/オフ 1
タッチパッド 1

ホットキー

[印刷オプション]ウィンドウを開

く 4
画面切り替え 5
使用 4
説明 3

ハイバネーションの開始 5
[ヘルプとサポート]を表示す

る 4
ホットキー

QuickLock の開始 5
Web ブラウザを開く 5
オーディオ CD または DVD の

コントロール 6
画面輝度を上げる 6
システム情報を表示する 4

ま

マウス、外付け

オプションの設定 2
接続 2

め

メディア コントロール, ホットキ

ー 6
メンテナンス

キーボード 9
タッチパッド 9

ら

ランプ

num lock 7
タッチパッド 1

10 索引




	タッチパッドの使用
	タッチパッドの設定
	外付けマウスの接続

	キーボードの使用
	ホットキーの使用
	システム情報を表示する（fn＋esc）
	[ヘルプとサポート]を表示する（fn＋f1）
	[印刷オプション]ウィンドウを開く（fn＋f2）
	Webブラウザを開く（fn＋f3）
	画面の切り替え（fn＋f4）
	ハイバネーションの開始（fn＋f5）
	[QuickLock]の開始（fn＋f6）
	画面の輝度を下げる（fn＋f7）
	画面の輝度を上げる（fn＋f8）
	オーディオCDまたはDVDを再生、一時停止、または再開する（fn＋f9）
	オーディオCDまたはDVDを停止する（fn＋f10）
	オーディオCDまたはDVDの前のトラックまたはチャプタの再生（fn＋f11）
	オーディオCDまたはDVDの次のトラックまたはチャプタの再生（fn＋f12）


	テンキーの使用
	別売の外付けテンキーの使用

	タッチパッドとキーボードのクリーニング
	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /ENU <FEFF0046004f00520020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059000d0048005000490045002000530063007200650065006e0020004f007000740069006d0069007a00650064002000530065007400740069006e006700200066006f00720020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


